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第
１２
回
日
韓
漁
港
漁
場
技

術
交
流
会
議
が
、
６
月
１８
日

に
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市
の
世
宗

（
セ
ジ
ョ
ン
）
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
特
殊
法
人
韓
國
漁
村

漁
港
協
會
の
主
催
に
よ
り

「
漁
港
と
漁
場
の
発
展
の
た

め
の
効
率
的
な
連
携
方
案
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ

れ
、
日
韓
の
漁
港
漁
場
関
係

者
な
ど
８８
名
が
参
加
し
た
。

会
議
に
は
、
日
本
か
ら
田

中
潤
兒
�
全
国
漁
港
漁
場
協

会
会
長
を
団
長
と
し
て
、
橋

本
牧
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
長
を
は
じ
め
、
水
産
庁
、

地
方
自
治
体
、
漁
港
漁
場
関

係
団
体
等
か
ら
１６
名
が
参

加
。
韓
国
側
は
、
沈
好
鎮
韓

國
漁
村
漁
港
協
會
會
長
、
河

泳
孝
農
林
水
産
食
品
部
水
産

政
策
官
を
は
じ
め
、
７２
名
の

関
係
者
が
出
席
し
た
。

こ
の
交
流
会
議
は
、
平
成

９
年
に
第
１
回
を
東
京
で
開

催
し
て
以
来
、
毎
年
日
韓
両

国
で
相
互
に

開
催
、
漁
港

漁
場
漁
村
の

イ
ン
フ
ラ
整

備
、
維
持
管

理
及
び
関
連

技
術
等
に
関

す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
発

表
し
、
意
見

交
換
し
て
い

る
。
会
議
の

テ
ー
マ
は
、

そ
の
時
々
の

両
国
の
漁
港

漁
場
漁
村
を

取
り
巻
く
状

況
を
反
映
し

て
設
定
さ
れ

て
い
る
。
今

回
は
両
国
の

漁
港
漁
場
漁

村
の
現
状
と

問
題
点
を
踏
ま
え
、
今
後
の

漁
港
漁
場
漁
村
の
整
備
を
い

か
に
効
果
的
に
進
め
、
水
産

業
・
地
域
の
活
性
を
図
る
か

と
い
う
共
通
問
題
認
識
に
基

づ
き
「
漁
港
と
漁
場
の
発
展

の
た
め
の
効
率
的
な
連
携
方

案
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

張
哲
豪
韓
國
漁
村
漁
港
協

會
専
務
理
事
の
司
会
で
午
前

１０
時
に
開
会
、
主
催
者
を
代

表
し
沈
好
鎮
會
長
が
出
席
者

へ
の
謝
辞
と
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
「
韓
国

の
水
産
業
は
、
漁
場
環
境
の

悪
化
、
水
産
資
源
の
枯
渇
、

漁
業
コ
ス
ト
の
上
昇
等
の
難

関
に
直
面
し
て
い
る
。
水
産

業
基
盤
施
設
も
先
進
国
の
水

準
か
ら
見
て
十
分
で
は
な

い
。
清
浄
な
海
の
環
境
を
整

備
し
、
安
全
な
水
産
物
の
供

給
、
水
産
資
源
の
造
成
、
水

産
基
盤
施
設
の
拡
充
等
を
通

じ
て
、
安
定
的
で
持
続
的
な

水
産
業
経
営
体
制
を
構
築
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
関
連
技
術
に
基

づ
く
対
策
が
必
要
で
、
こ
の

度
の
漁
港
漁
場
技
術
交
流
会

議
は
有
意
義
で
あ
る
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
、
水
産
業
、
漁

村
の
付
加
価
値
を
高
め
る
多

様
な
方
策
を
導
く
た
め
に
選

定
し
た
も
の
で
、
両
国
専
門

家
の
真
剣
な
議
論
を
期
待
す

る
。
こ
う
し
た
努
力
が
、
水

産
業
の
発
展
や
漁
業
者
の
生

活
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
も
両
国
の
技
術

交
流
を
続
け
、
発
展
さ
せ
た

い
」と
開
会
の
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
日
本
側
を
代
表

し
て
田
中
潤
兒
会
長
が
「
両

国
協
会
の
交
流
は
１
９
８
８

年
か
ら
始
ま
り
、
以
来
密
接

な
関
係
、
友
情
で
結
ば
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
か
ら
、

技
術
的
な
情
報
交
換
を
通
じ

両
国
の
漁
業
、
漁
村
の
発
展

を
図
る
目
的
で
技
術
交
流
会

議
が
設
け
ら
れ
、
今
回
で
１２

回
目
に
な
る
。
会
議
で
の
論

文
発
表
や
現
地
調
査
を
通
じ

て
有
益
か
つ
重
要
な
情
報
交

換
が
行
わ
れ
、
両
協
会
の
関

係
は
益
々
強
ま
っ
て
い
る
。

両
国
は
世
界
有
数
の
漁
業
国

で
あ
り
、
水
産
業
は
安
全
・

安
心
で
良
質
な
水
産
物
を
消

費
者
に
提
供
、
沿
岸
域
の
環

境
を
保
全
し
、
地
域
経
済
の

振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
水
産
業
の
基
盤

で
あ
る
漁
港
漁
場
漁
村
の
整

備
に
関
し
、
技
術
交
流
を
深

め
る
こ
と
は
極
め
て
有
意
義

で
、
今
後
も
末
永
く
続
け
た

い
。現

在
、
両
国
の
水
産
業
、

漁
村
は
漁
場
環
境
や
資
源
状

況
の
悪
化
に
よ
る
漁
業
生
産

の
減
少
、
漁
業
者
の
減
少
・

高
齢
化
な
ど
深
刻
な
問
題
を

抱
え
、
漁
村
地
域
の
活
力
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
問
題
を
打
破
し
、
漁

村
を
維
持
、
発
展
さ
せ
る
た

め
様
々
な
方
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
時
宜
を
得
た
も
の
で
、
有

益
な
情
報
交
換
の
場
に
な
る

と
確
信
す
る
」と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
農
林
水
産
食
品
部

の
河
泳
孝
水
産
政
策
官
が
、

「
韓
国
と
日
本
は
、
水
産

業
の
条
件
も
似
て
お
り
、
周

辺
水
域
の
水
産
資
源
を
共
通

に
利
用
す
る
な
ど
多
く
の
部

分
で
緊
密
で
友
好
的
な
協
力

が
必
要
。
漁
村
・
漁
港
・
漁

場
に
関
す
る
民
間
団
体
の
交

流
は
、
両
国
水
産
業
発
展
の

た
め
に
も
意
味
深
い
。
Ｗ
Ｔ

Ｏ
の
水
産
補
助
金
問
題
、
Ｆ

Ｔ
Ａ
締
結
な
ど
市
場
開
放
へ

の
変
化
の
中
で
、
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
が
、
こ
う
し

た
状
況
を
打
開
す
る
に
は
、

両
国
間
で
の
協
力
と
、
多
角

的
な
努
力
の
強
化
が
必
要
。

韓
国
政
府
は
内
外
の
環
境
変

化
に
対
応
し
、
漁
港
漁
場
漁

村
政
策
を
変
え
て
い
く
方

針
。
海
域
特
性
と
美
し
い
海

岸
、
漁
港
漁
場
を
総
合
的
に

連
携
さ
せ
、
水
産
・
観
光
・

商
業
等
の
複
合
的
機
能
を
備

え
た
漁
港
漁
村
地
帯
を
造

り
、
漁
業
者
だ
け
で
な
く
、

一
般
国
民
や
外
国
人
も
利
用

で
き
る
空
間
に
し
て
い
き
た

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

祝
辞
の
後
、
両
国
の
会
長

が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
者
を
紹
介

し
、
発
表
に
移
っ
た
。
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韓
国
海
洋
水
産
開
発
院
の

金
正
鳳
部
長
が
座
長
を
努

め
、
主
題
発
表
で
は
、
両
国

そ
れ
ぞ
れ
２
名
の
代
表
者
が

２
ヶ
国
語
の
同
時
通
訳
に
よ

り
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
各
２０
分
間
の
発
表
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
日
本
側
が
事

例
発
表
１
件
を
行
い
、
質
疑

応
答
に
移
っ
た
。

日
本
側
か
ら
は
、
漁
港
周

辺
観
光
開
発
に
関
す
る
行
政

の
係
わ
り
方
や
、
漁
港
の
多

目
的
利
用
に
係
る
漁
業
者
と

の
調
整
、
漁
村
体
験
観
光
に

対
す
る
漁
村
側
の
受
け
入
れ

態
勢
等
に
つ
い
て
質
問
、
ま

た
韓
国
側
か
ら
は
、
漁
港
を

利
用
し
た
中
間
育
成
に
際
し

て
の
漁
船
の
入
出
港
等
に
よ

る
影
響
に
つ
い
て
質
問
が
あ

る
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

発
表
は
、
次
の
と
お
り
。

【
主
題
発
表
】

「
漁
港
と
漁
場
の
効
率
的
連

携
を
通
じ
た
水
産
業
の
価
値

増
進
」

韓
国
海
洋
水
産
開

発
院
研
究
委
員

李
勝
雨

「
漁
港
・
漁
場
の
周
辺
施
設

を
利
用
し
た
海
洋
レ
ポ
ー
ツ

の
発
展
方
向
」

韓
國
漁
村

漁
港
協
會
チ
ー
ム
長

宋
栄

澤「
漁
港
泊
地
を
利
用
し
た
種

苗
放
流
と
粗
放
的
中
間
育
成

に
よ
る
効
果
」

�
水
産

土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
主

任
研
究
員

岡
野
崇
裕

「
水
産
基
盤
整
備
事
業
の
事

業
評
価
に
つ
い
て
～
事
業
評

価
の
現
状
と
産
業
連
関
分
析

手
法
へ
の
発
展
」

�
漁
港

漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
第
１

調
査
研
究
部
長

浅
川
典
敬

【
事
例
発
表
】

「
漁
港
ス
ト
ッ
ク
の
長
期
活

用
に
向
け
て
」

水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
整
備
課
海
外

水
産
土
木
専
門
官

中
村
誠

技
術
交
流
会
議
終
了
後
、

参
加
者
は
、
バ
ス
で
朝
鮮
半

島
東
海
岸
に
位
置
す
る
江
原

道
束
草
市
に
移
動
し
、
江
陵

漁
港
事
務
所
に
お
い
て
大
浦

港
の
整
備
開
発
計
画
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

大
浦
港
に
は
水
産
物
直
販

店
、
活
魚
料
理
店
が
数
多
く

あ
り
、
観
光
客
の
多
い
所
で

あ
る
。
農
林
水
産
食
品
部
及

び
束
草
市
で
は
、
大
浦
港
を

水
産
業
と
水
産
物
を
活
用

し
、
現
代
的
な
施
設
を
備
え

た
漁
村
体
験
観
光
の
一
大
拠

点
と
す
る
た
め
、
大
規
模
な

開
発
整
備
を
実
施
中
。
参
加

者
は
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
に
よ
る
説

明
を
受
け
た
後
、
政
府
と
市

が
協
力
・
分
担
し
て
防
波
堤

築
造
や
用
地
造
成
等
を
実
施

し
て
い
る
現
場
を
視
察
し

た
。
現
場
で

は
、
港
内
の

水
質
維
持
の

た
め
の
海
水

導
入
施
設
や

防
波
堤
の
施

工
方
法
の
特

徴
等
に
つ
い

て
説
明
を
受

け
た
。

翌
朝
は
、

大
浦
港
の
水
産
物
（
定
置
網
、

刺
し
網
等
で
漁
獲
さ
れ
た
ブ

リ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
カ
レ
イ

な
ど
）
の
水
揚
げ
や
入
札
の

状
況
、
活
魚
料
理
店
等
を
視

察
し
た
。
そ
の
後
、
束
草
市

立
博
物
館
を
訪
れ
、
漁
村
民

族
文
化
や
漁
具
等
の
展
示
、

市
の
自
然
・
歴
史
・
遺
跡
の

出
土
物
等
の
展
示
を
見
学
し

た
。

�
平
岩
前
會
長
に
水
産

庁
長
官
の
感
謝
状
贈
呈

交
流
会
議
の
前
日
６
月

１７
日
に
日
本
側
交
流
団
は
、

ソ
ウ
ル
市
内
の
韓
國
漁
村
漁

港
協
會
を
訪
問
し
、
協
會
の

業
務
概
要
等
の
説
明
を
受
け

た
。ま

た
、
同
協
會
で
は
、
�

平
岩
前
韓
國
漁
村
漁
港
協
會

會
長
に
対
し
、
日
本
の
水
産

庁
長
官
の
感
謝
状
を
、
橋
本

牧
漁
港
漁
場
整
備
部
長
か
ら

贈
呈
し
た
。
こ
れ
は
、
�
平

岩
氏
が
両
国
協
会
の
交
流
を

通
じ
、
日
韓
友
好
の
促
進
、

韓
国
水
産
関
係
者
の
日
本
の

水
産
業
や
漁
港
漁
場
漁
村
に

関
す
る
理
解
増
進
に
貢
献
し

た
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
を
表

し
た
も
の
で
あ
る
。

協
会
訪
問
後
、
ソ
ウ
ル
市

内
の
三
清
閣
で
、
沈
好
鎮
會

長
主
催
の
歓
迎
会
が
催
さ
れ

た
。

【
第
１２
回
日
韓
漁
港
漁
場
技

術
交
流
会
議
参
加
者
】

（
日
本
側
）

田
中
潤
兒
（
�
全
国
漁
港
漁

場
協
会
会
長
）、
橋
本
牧
（
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
）、

中
村
誠
（
同
庁
整
備
課
海
外

水
産
土
木
専
門
官
）
、
影
山

智
将
（
�
漁
港
漁
場
漁
村
技

術
研
究
所
理
事
長
）
、
浅
川

典
敬
（
同
研
究
所
第
１
調
査

研
究
部
長
）、
岡
野
崇
裕
（
�

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
主
任
研
究
員
）
、
西
谷
昇

（
静
岡
県
漁
港
漁
場
協
会
常

務
理
事
）、
吉
川
ま
ゆ
み
（
同

協
会
職
員
）、
西
村
安
敬
（
�

青
森
県
漁
港
漁
場
協
会
参

事
）
、
成
田
幸
成
（
つ
が
る

市
農
林
水
産
課
総
括
主
幹
）、

福
屋
正
嗣
（
�
セ
ン
ク
２１
代

表
取
締
役
社
長
）
、
樋
口
幸

作
（
同
社
業
務
第
１
部
課
長

代
理
）
、
一
色

典
夫
（
�
ア
ル

フ
ァ
水
工
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
顧

問
）
、
斎
藤
耕

如
（
水
産
経
済

新
聞
社
編
集
局
）
、
濱
田
研

一
（
全
国
漁
港
漁
場
協
会
専

務
理
事
）
、
福
田
亮
（
同
協

会
業
務
課
長
）

（
韓
国
側
主
要
参
加
者
）

沈
好
鎮
（
特
殊
法
人
韓
國
漁

村
漁
港
協
會
會
長
）
、
河
泳

孝
（
農
林
水
産
食
品
部
水
産

政
策
官
）
、
崔
完
鉉
（
同
部

水
産
開
発
課
長
）
、
安
煕
道

（
韓
国
海
洋
研
究
院
責
任
研

究
員
）
、
鄭
徳
容
（
�
三
建

社
会
長
）
、
朴
宰
永
（
�
韓

國
水
産
會
會
長
）
、
林
正
洙

（
�
韓
國
水
産
業
經
營
人
中

央
聯
合
會
事
務
總
長
）
、
呉

季
碩
（
竹
邊
水
産
業
協
同
組

合
長
）
、
洪
中
杓
（
全
國
水

産
物
都
賣
市
場
法
人
聯
合
會

会
長
）
、
全
建
杓
（
�
韓
国

港
灣
技
術
團
会
長
）
、
金
珍

烈
（
韓
国
漁
村
漁
港
協
會
理

事
）
、
高
�
鳳
（
同
協
會
監

事
）
、
李
在
完
（
�
世
光
綜

合
技
術
團
会
長
）
、
安
益
聖

（
�
港
都
Ｅ
Ｎ
Ｇ
社
長
、
洪

鶴
杓
（
仁
川
永
宗
Ｅ
Ｐ
�
社

長
、
金
炯
寅
（
�
世
一
綜
合

技
術
公
社
副
会
長
）
、
金
正

鳳
（
韓
国
海
洋
水
産
開
発
院

部
長
）
、
李
勝
雨
（
同
院
研

究
委
員
）、
崔
聖
愛
（
同
）、

李
雋
浩
（
�
多
友
海

洋
会
長
）
、
張
哲
豪

（
韓
國
漁
村
漁
港
協

會
専
務
理
事
）
、
崔

在
學
（
同
協
會
漁
港

管
理
本
部
長
）
、
金

東
主
（
同
協
會
漁
場

環
境
本
部
長
）
、
李

雄
起
（
同
協
會
企
画

経
営
本
部
長
）
、
黄

哲
泯
（
同
協
會
水
産

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

長
）
、
宋
栄
澤
（
同

協
會
チ
ー
ム
長
）
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漁港は
魚の保育園

「「
漁漁
港港
とと
漁漁
場場
のの
発発
展展
のの
たた
めめ
のの
効効
率率
的的
なな
連連
携携
方方
案案
」」テテ
ーー
ママ
にに

第第１１２２回回日日韓韓漁漁港港漁漁場場技技術術交交流流会会議議

����	
���


浅川氏

中村氏

岡野氏

韓国・ソウル市で開催

岡
野
崇
裕
氏（
�
水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
）、浅
川
典
敬
氏（
�
漁
港
漁
場
漁
村
技

術
研
究
所
）、中
村
誠
氏（
水
産
庁
）が
発
表

漁 港 漁 場 月 報昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

技術交流会議の参加者

大浦港の工事現場を視察

沈好鎮會長

束
草
市
の
大
浦
港
等
視
察

��� �����

河泳孝水産政策官

座長の金正鳳氏

宋栄澤氏

李勝雨氏

田中会長

�
平
岩
前
會
長
に
水
産
庁
長
官
の

感
謝
状
を
贈
呈
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水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

は
、
７
月
１
日
午
後
１
時
か

ら
２
日
正
午
ま
で
の
日
程

で
、
２１
年
度
漁
港
漁
場
管
理

者
研
修
会
（
前
期
）
を
開
催

し
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の

担
当
職
員
ら
２
３
０
名
余
が

参
加
し
た
。

冒
頭
、
宇
賀
神
義
宣
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
長
が
開

会
の
挨
拶
を
行
い
、
漁
港
漁

場
の
管
理
に
際
し
て
は
、
漁

港
漁
場
整
備
法

等
の
関
係
法
令

・
制
度
に
基
づ

く
漁
港
漁
場
の

適
正
な
管
理
、

漁
村
活
性
化
の

た
め
の
漁
港
施

設
等
の
有
効
な

活
用
、
漁
場
施

設
の
機
能
維
持

の
た
め
の
管
理

等
に
留
意
し
て

欲
し
い
と
述
べ

た
。続

い
て
、
橋

本
牧
漁
港
漁
場

整
備

部

長

が

「
「
漁
港
」
の
お

話
」と
し
て
、漁

港
の
歴
史
や
平

均
的
な
漁
港
の
姿
、
漁
港
の

種
類
や
機
能
、漁
港
に
関
し
て

こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
る
べ
き

こ
と
等
の
講
義
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
漁
港
漁
場
の
管

理
等
に
つ
い
て
、
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
計
画
課
、
整

備
課
及
び
防
災
漁
村
課
、
国

土
交
通
省
海
事
局
安
全
基
準

課
の
各
担
当
官
か
ら
、
資
料

及
び
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ

り
、
漁
港
漁
場
の
管
理
、
利

用
及
び
利
用
調
整
関
係
、
漁

港
で
の
衛
生
管
理
、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
に
お

け
る
機
能
保
全
計
画
と
日
常

管
理
計
画
、
環
境
・
生
態
系

保
全
対
策
、
小
型
船
舶
の
安

全
確
保
対
策
、
漁
港
指
定
関

係
、
漁
村
地
域
力
向
上
事
業
、

会
計
検
査
関
係
、
規
制
緩
和

関
係
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

が
行
わ
れ
た
。

宮
城
県
漁
港
漁
場
協
会

会
長
に
佐
藤
昭
氏
（
塩

竈
市
長
）

宮
城
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
鈴
木
昇
気
仙
沼
市

長
）
は
６
月
１５
日
午
後
２
時

３０
分
か
ら
仙
台
市
の
「
ハ
ー

ネ
ル
仙
台
」
に
お
い
て
、
平

成
２１
年
度
通
常
総
会
を
開
催

し
た
。

鈴
木
会
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
村
井
嘉
浩
県
知
事
（
代

理
・
伊
本
廣
一
農
林
水
産
部

次
長
）
、
高
橋
長
偉
県
議
会

議
長
、
田
中
潤
兒
�
全
国
漁

港
漁
場
協
会
会
長
（
代
理
・

田
村
安
雄
常
務
理
事
）
が
来

賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

議
事
に
先
立
ち
功
績
者
表

彰
が
行
わ
れ
、
熊
谷
秀
一
氏

（
気
仙
沼
市
）
、
稲
葉
久
雄

氏
（
宮
城
県
漁
協
歌
津
支
所
）

及
び
南
三
陸
町
立
戸
倉
小
学

校
が
表
彰
さ
れ
た
。

緒
形
一
男
県
漁
協
塩
釜
総

合
支
所
運
営
委
員
長
を
議
長

に
議
事
に
入
り
、
す
べ
て
の

議
案
が
堤
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
会

長
に
佐
藤
昭
氏
（
塩
竈
市

長
）
、
副
会
長
に
亀
山
紘
氏

（
石
巻
市
長
）、
鈴
木
昇
氏
、

佐
々
木
一
十
郎
氏
（
名
取
市

長
）
、
安
住
宣
孝
氏
（
女
川

町
長
）
、
木
村
稔
氏
（
県
漁

協
経
営
管
理
委
員
会
会
長
）

及
び
千
葉
宇
京
氏
（
県
農
林

水
産
部
長
）が
選
出
さ
れ
た
。

愛
知
県
漁
港
漁
場
協
会

愛
知
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
杉
浦
正
健
衆
議
院

議
員
）
は
、
７
月
１
日
午
前

１１
時
か
ら
名
古
屋
市
の
「
ア

イ
リ
ス
愛
知
」
に
お
い
て
第

８
回
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。金

原
久
雄
会
長
代
行
（
蒲

郡
市
長
）
の
挨
拶
に
続
き
、

田
中
潤
兒
�
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。金

原
会
長
代
行
を
議
長
に

議
事
に
入
り
、
平
成
２０
年
度

事
業
報
告
、
収
支
決
算
及
び

平
成
２１
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
等
の
各
議
案
が
承
認

さ
れ
た
。

ま
た
、
理
事
の
退
任
に
伴

う
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、
山

本
昌
弘
豊
浜
漁
業
協
同
組
合

長
）
が
新
た
に
理
事
に
選
任

さ
れ
た
。

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

望
月
会
長
を
再
任

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
望
月
良
男
有
田
市

長
）
は
、
７
月
９
日
午
後
１

時
か
ら
、
和
歌
山
市
内
の
和

歌
山
東
急
イ
ン
に
お
い
て
第

６２
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

望
月
会
長
の
挨
拶
の
後
、

守
屋
正
平
県
土
整
備
部
港
湾

空
港
局
長
、
濱
田
研
一
�
全

国
漁
港
漁
場
協
会
専
務
理
事

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

望
月
会
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
平
成
２０
年
度
会
務

報
告
及
び
決
算
関
係
、
平
成

２１
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
案
等
の
各
議
案
が
提
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
の
改
選
が
行

わ
れ
、
会
長
に
望
月
良
男
氏
、

副
会
長
に
畑
中
雅
央
氏
（
由

良
町
長
）、
榎
本
秀
春
氏
（
和

歌
山
南
漁
協
代
表
理
事
組
合

長
）
及
び
吉
田
俊
久
氏
（
和

歌
山
東
漁
協
代
表
理
事
組
合

長
）
が
再
任
さ
れ
た
。

続
い
て
、
平
成
２１
年
度
漁

港
漁
場
事
業
概
要
が
説
明
さ

れ
た
。

香
川
県
漁
港
協
会

香
川
県
漁
港
協
会
（
会
長

・
岡
田
好
平
土
庄
町
長
）
は
、

６
月
１２
日
午
後
１
時
３０
分
か

ら
高
松
市
の「
讃
岐
会
館
ル
ポ

ー
ル
讃
岐
」に
お
い
て
、
第
６１

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

岡
田
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
田
村
安
雄
�
全
国
漁
港

漁
場
協
会
常
務
理
事
、
大
畑

善
彦
香
川
県
水
産
課
副
課
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

打
越
貞
光
庵
治
漁
協
代
表

理
事
専
務
を
議
長
に
議
事
に

入
り
、
平
成
２０
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
平
成
２１

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
を
原
案
ど
お
り
承
認
し

た
。

長
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

�
長
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
井
上
俊
昭
新
上
五

島
町
長
）
は
、
６
月
１７
日
午

後
１
時
３０
分
か
ら
長
崎
市
の

「
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
」

に
お
い
て
平
成
２１
年
度
定
期

総
会
を
開
催
し
た
。

井
上
会
長
の
挨
拶
の
後
、

金
子
原
二
郎
長
崎
県
知
事

（
代
理
・
荒
川
敏
久
水
産
部

次
長
）
、
三
好
徳
明
長
崎
県

議
会
議
長
、
橋
本
牧
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
長
（
代
理

・
宇
賀
神
義
宣
計
画
課
長
）

が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

議
事
に
入
り
、
平
成
２０
年

度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
平
成
２１
年
度
事
業
計
画

案
及
び
収
予
算
案
な
ど
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

宮
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

宮
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
内
野
宮
正
英
川
南

町
長
）
は
、
７
月
２
日
午
後

１
時
３０
分
か
ら
宮
崎
市
の

「
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
」
に
お

い
て
、
第
６０
回
通
常
総
会
を

開
催
し
た
。

内
野
宮
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
東
国
原
英
夫
県
知
事
、

中
村
幸
一
県
議
会
議
長
（
代

理
・
井
本
英
夫
副
議
長
、
田

中
潤
兒
�
全
国
漁
港
漁
場
協

会
会
長
（
代
理
・
田
村
安
雄

常
務
理
事
）
が
来
賓
祝
辞
を

呈
し
、
外
山
衛
県
議
会
議
員

を
は
じ
め
、
漁
協
系
統
団
体

及
び
県
庁
関
係
者
な
ど
の
来

賓
が
紹
介
さ
れ
た
。

内
野
宮
会
長
を
議
長
に
議

事
に
入
り
、
平
成
２０
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
平

成
２１
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
等
の
議
案
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
欠
員

理
事
の
補
充
選
任
で
は
、
河

畑
高
治
南
郷
漁
協
組
合
長
が

選
任
さ
れ
、
互
選
の
結
果
副

会
長
に
選
ば
れ
た
。

ま
た
、
鹿
田
敏
嗣
県
水
産

政
策
課
長
に
よ
る
水
産
庁
の

２１
年
度
補
正
予
算
等
の
概
要

説
明
が
行
わ
れ
た
。

水
産
庁
は
、
７
月
８
日
午

前
１０
時
か
ら
農
林
水
産
省
第

２
特
別
会
議
室
で
「
漁
村
活

性
化
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
（
座
長
・
婁
小
波
東
京

海
洋
大
学
海
洋
科
学
部
教

授
）の
最
終
会
合
を
開
い
た
。

会
議
で
は
、
本
田
直
久
漁
港

漁
場
整
備
部
防
災
漁
村
課
長

が
、
漁
村
活
性
化
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
「
中
間
取
り
ま

と
め
」
案
を
説
明
し
、
各
委

員
が
意
見
を
述
べ
た
。
水
産

庁
で
は
、
意
見
を
反
映
し
た

「
中
間
取
り
ま
と
め
」
を
作

成
、
そ
れ
に
基
づ
き
施
策
の

検
討
を
行
い
、
平
成
２２
年
度

の
国
の
水
産
関
係
予
算
要
求

に
活
用
し
て
い
く
考
え
。

中
間
取
り
ま
と
め
案
で

は
、
現
状
認
識
と
し
て
、
基

幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
衰

退
、
生
活
・
生
産
環
境
整
備

の
遅
れ
や
、
人
口
の
流
出
・

減
少
に
よ
る
社
会
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
等
に
よ
っ
て
漁
村
衰

退
が
急
速
に
進
行
し
、
水
産

物
供
給
の
み
な
ら
ず
、
海
洋

性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
多

様
な
国
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
地
域
経
済
・
文
化
へ
の

貢
献
、
公
的
機
能
の
発
揮
等

漁
村
が
担
っ
て
い
る
様
々
な

役
割
を
果
た
せ
な
く
な
り
、

国
民
に
と
っ
て
大
き
な
損
失

に
な
る
と
指
摘
。
漁
村
の
活

力
の
向
上
、
維
持
の
必
要
性

と
、
そ
の
た
め
の
水
産
振
興
、

都
市
漁
村
交
流
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ

ー
ン
促
進
等
の
積
極
的
取
組

の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

漁
村
活
性
化
の
方
向
性
と

し
て
は
、
�
地
域
資
源
を
活

か
し
た
魅
力
的
で
個
性
的
な

漁
村
（
訪
れ
た
く
な
る
漁

村
）
、
�
快
適
か
つ
効
率
的

な
生
産
環
境
で
、
安
定
的
な

収
入
が
得
ら
れ
る
豊
か
な
漁

村
（
働
き
た
く
な
る
漁
村
）、

�
災
害
に
対
し
安
全
で
、
快

適
な
生
活
環
境
を
提
供
で
き

る
漁
村
（
暮
ら
し
た
く
な
る

漁
村
）
を
目
指
す
べ
き
こ
と

を
提
言
。

漁
村
活
性
化

に
必
要
な
取
組

の
柱
と
し
て
、

「
訪
れ
た
く
な

る
漁

村

づ

く

り
」
に
関
し
て

は
、
�
豊
か
な

地
域
資
源
を
活

用
し
た
都
市
と

漁
村
の
交
流
の

促
進
、
�
地
域

資
源
の
保
全
・

創
造
と
そ
の
活

用
、
�
遊
漁
案

内
、
水
産
物
直

売
、
漁
家
民
宿

等
関
連
産
業
を

含
め
、
漁
村
の

人
が
漁
村
を
核

と
し
て
地
域
資

源
を
価
値
創
造
す
る
取
組
と

し
て
の
「
海
業
」
の
振
興
を

提
言
。
「
働
き
た
く
な
る
漁

村
づ
く
り
」
に
関
し
て
は
、

�
海
業
の
振
興
、
�
低
・
未

利
用
資
源
の
利
活
用
に
よ
る

水
産
業
の
振
興
、
�
漁
港
、

漁
場
等
の
施
設
の
長
寿
命
化

・
改
良
等
生
産
環
境
の
整
備

を
記
述
。
「
暮
ら
し
た
く
な

る
漁
村
づ
く
り
」
に
関
し
て

は
、
�
下
水
道
・
道
路
等
の

整
備
に
よ
る
生
活
環
境
の
改

善
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

漁
村
づ
く
り
、
�
安
全
で
災

害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
ら
れ
る
減
災
力
の
向
上

に
向
け
た
取
組
の
必
要
性
を

挙
げ
た
。

更
に
、
必
要
な
取
組
を
推

進
す
る
上
で
の
留
意
点
に
関

す
る
提
言
や
、
海
の
環
境
保

全
や
海
難
救
助
等
の
公
益
的

機
能
の
発
揮
、
都
市
漁
村
交

流
に
関
係
す
る
諸
問
題
の
解

決
等
に
、
漁
村
の
人
々
が
積

極
的
に
参
画
す
る
新
た
な
漁

村
の
姿
を
目
指
す
べ
き
こ
と

を
提
言
し
て
い
る
。

漁
政
部
加
工
流
通
課
水
産

加
工
専
門
官
・
漁
港
漁
場
整

備
部
整
備
課
併
任
（
漁
港
漁

場
整
備
部
整
備
課
設
計
班
基

準
係
長
）
中
西
豪
▽
漁
港
漁

場
整
備
部
計
画
課
計
画
班
企

画
係
長
（
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
課
）
高
師
拓
也

６
月
１
日
（
月
）

�
魚
価
安
定
基
金
事

務
局
長
阿
部
和
夫
氏
▽

�
漁
港
漁
場
漁
村
技
術

研
究
所
前
常
務
理
事
柳

瀬
和
生
氏
▽
�
全
国
遠

洋
沖
合
い
か
つ
り
漁
業

協
会
事
務
局
長
二
川
和

夫
氏
▽
�
マ
リ
ノ
フ
ォ

ー
ラ
ム
２１
理
事
長
井
貫

晴
介
氏
、
同
参
事
大
井

光
宣
氏

全
国
漁
港

漁
場
協
会
田

中
会
長
は
神

奈
川
県
へ
、

濱
田
専
務
は

山
形
県
へ
出

張
６
月
２
日
（
火
）

�
漁
港
漁
場
漁
村
技

術
研
究
所
理
事
長
影
山

智
将
氏
、
同
常
務
理
事

大
塚
敏
行
氏
、
同
参
与

兼
総
務
部
長
寺
島
由
成

氏
６
月
９
日
（
火
）

島
根
県
農
林
水
産
部

漁
港
漁
場
整
備
課
整
備

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
魚

谷
美
代
治
氏
、
同
グ
ル

ー
プ
主
幹
石
橋
稔
明
氏
、

同
グ
ル
ー
プ
主
幹
飯
塚

武
志
氏
、
同
グ
ル
ー
プ

主
幹
平
野
耕
二
氏
、
同

グ
ル
ー
プ
主
任
技
師
石

飛
満
利
氏

６
月
１２
日
（
金
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
村
常
務
は
香
川
県
へ

出
張６

月
１５
日
（
月
）

鳥
取
県
境
港
水
産
事

務
所
長
松
沢
以
尚
氏

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
村
常
務
は
宮
城
県
へ

出
張６

月
１７
日
（
水
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
、
濱
田
専
務
、

福
田
業
務
課
長
は
韓
国

へ
出
張

６
月
２４
日
（
水
）

富
山
県
漁
港
漁
場
協

会
書
記
中
山
泉
氏

６
月
２５
日
（
木
）

水
産
庁
資
源
管
理
部

沿
岸
沖
合
課
遊
漁
・
海

面
利
用
室
長
寄
高
博
行

氏
、
同
課
釣
人
専
門
官

山
�
雄
一
郎
氏
、
�
日

本
釣
振
興
会
会
長
代
行

松
井
義
侑
氏
、
同
会
専

務
理
事
清

宮
栄
一
氏

６
月
２９

日
（
月
）

青
森
県

東
青
地
方

漁
港
漁
場

整
備
事
務
所
長
小
野
寺

啓
二
氏
、
西
北
地
方
漁

港
漁
場
整
備
事
務
所
長

長
内
隆
次
氏
、
三
八
地

方
漁
港
漁
場
整
備
事
務

所
長
小
田
原
伸
廣
氏
、

下
北
地
方
漁
港
漁
場
整

備
事
務
所
計
画
指
導
課

総
括
主
幹
佐
々
木
壽
晃

氏

����	
���
 ���

２２１１
年年
度度
漁漁
港港
漁漁
場場
管管
理理
者者
研研
修修
会会
（（
前前
期期
））
をを
開開
催催

漁村活性化のあり方検討会の様子

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

漁漁

港港

往往

来来

検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」がががががががががががががががががががが最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化ののののののののののののののののののののあああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりり方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

（（７７月月１１日日付付））

漁港漁場管理者研修会の様子

水水産産庁庁人人事事

至
６
月
３０
日

自
６
月
１
日

漁 港 漁 場 月 報昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

各

県

総

会

�����


